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1 例えば、「暌違 42年 我重返國際民航組織」『自由時報』2013年 9月 23日。 
2 ICAO総会の開催は 3年に 1回のみである。このため、総会のもとに主要加盟国の代表で構成される
理事会が設置され、実務的な決定の一部を担っている。 
 http://www.ide.go.jp 

































5 「外交部：3因素促成 ICAO案」中央社 2013年 9月 13日。 
6 「ICAO主席︰邀台灣出席 中國建議的」『自由時報』2013年 9月 25日。 
7 「外長：參與 ICAO未受陸條件」中央社 2013年 9月 25日。 
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10 「馬總統：我不能去 APEC 對台灣不公平」『聯合報』2013年 8月 16日。 
11 「馬要親臨 APEC 陸潑冷水」『工商時報』2013年 8月 20日。 
12 「王郁琦張志軍互稱官銜 立委：請君入甕」『自由時報』2013年 10月 7日。 
 http://www.ide.go.jp 


































                                                     
13 「李克强公布中央支持香港六大措施」『中国新聞網』2011年 08月 17日。 
「中央挺港共贏振中華 李六點繪港新藍圖」『文匯報』2011年 8月 18日。 
14 「陳德銘:內地將助港與東盟自貿區談判」『文匯報』2011年 8月 17日。 
15 「香港將與東盟尋求締結自由貿易協定」『新聞公報』2013年 4月 26日。 
「打造一國兩制的香港自由港「升級版」」『鏡報』2013年 10月。 
16 「中國阻撓 台紐明簽 ECA 避開官方場所」『自由時報』2013年 7月 9日。 
17 「又一個香港模式」『自由時報』2013年 7月 10日、 
「中國、香港先簽 馬政府才敢跟紐西蘭簽」『自由時報』2013年 7月 10日。 
18 マカオは APECに参加していない。 
 http://www.ide.go.jp 
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い香港に加盟資格はなく、同総会では中国政府代表団に香港政府から人員を派遣する形での参加
となる。しかし、WHOの地域会議では香港やマカオが「地域」として参加をしてきた。他の国連
専門機関においても、香港はWHOと同様の方法で参加をしている。また、一部の国連専門機関で
は準加盟しているほか、世界気象機関のように香港に「地域」として正式加盟を認めたケースも
ある。台湾には馬英九政権発足後も、まだ二つの国連専門機関への参加が実現しただけである。
香港のようなこうした広い国際空間は未だ台湾に与えられていない。 
仮に台湾が中国との協定の中で、香港やマカオに準ずる地位に甘んずると認めるならば、おそ
らく、国際空間は広がるかもしれない。野党はその可能性を懸念し、馬英九総統の APEC 出席を
警戒している。しかし、それは台湾の世論に受け入れられず、また馬英九政権、国民党にとって
も致命的な打撃を与えるはずである。おそらく、馬英九政権は香港やマカオ以上の地位をもとめ、
中国は台湾に「主権国家」未満の地位を与えようとし、双方の間で妥協点を探っていると思われ
る。 
仮に馬英九総統の APEC 出席で、中国と台湾の関係が新しい形態に移る、あるいは新形態も併
用した関係へと移行する場合でも、台湾の国際参加が大きく進展するとは限らない。その大きな
要因は、台湾において政権交代が起きる可能性がある点であろう。国民党ではなく、民進党の政
権ができれば、中国との関係が悪化ないし、停滞する可能性がある。民進党でも中国との関係を
強化するべきか議論があるが、それには台湾の地位について同党の主張から妥協する必要があり、
困難である。そのため、中国は台湾の国際空間拡大を小出しにして、後々、台湾側が中国側に交
渉を求めざるをえない余地を残しておく必要がある。さらに、中国が台湾を主権国家と認めるよ
うがない限り、国際組織への参加は限定的なものにとどまる。中国と統一せず、完全な主権国家
としての承認も得られない現状を維持する限り、香港やマカオ以上の国際空間を得ることは事実
上無理ではないか。 
そう考えると、馬英九総統の APEC 参加、平和協定の締結は、双方の思惑が一致せず、実現し
ない可能性も少なくない。仮に実現しても、台湾の世論が評価する可能性は低く、既に支持率が
低迷している馬英九総統は、自らの後継者に政権を引き継がせることは難しい。ならば、なおの
こと中国が譲歩をする動機は小さくなるのかもしれない。その場合、双方の関係が、より政府間
関係に近い新しい形態への移行もどの程度進むのか、不透明になるだろう。 
 
 
